
震
災
の
現
実
か
ら
学
ぶ
備
え
、

取
り
組
む
べ
き
課
題
、

育
む
べ
き
絆
が
あ
り
ま
す
。

「
い
の
ち
を
守
る
小
田
原
」へ

一
人
一
人
の
力
と
、
助
け
合
う
力
で
、

着
実
に
歩
ん
で
い
き
ま
す
。

特
集東

日
本
大
震
災
か
ら
１
年

P.10	小田原発 ! 循環型のまちづくり
P.12	ケアタウンおだわら
	 福祉に関する3つの計画がスタート
P.13	おだわら情報
P.18	〈連載〉市民力
	 〈連載〉今月の笑顔
P.19	〈連載〉おいしい小田原いただきます
P.20	〈連載〉駅のある風景
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災
害
対
策
の
強
化

● 

海
抜
表
示
板
の
設
置

● 

海
抜
マ
ッ
プ
の
作
成
、
配
布

● 

災
害
情
報
等
の
発
信
の
強
化  

5
ペ
ー
ジ

● 

津
波
避
難
マ
ッ
プ
の
作
成
、

津
波
避
難
ビ
ル
の
選
定 	

 

6
ペ
ー
ジ

● 

津
波
対
応
訓
練
の
実
施

● 

地
域
防
災
計
画
の
改
訂 	

 

7
ペ
ー
ジ

散
乱
し
、
従
業
員
は
皆
お
ろ
お
ろ
し
て

い
ま
し
た
。

　
避
難
し
た
高
台
か
ら
目
の
当
た
り
に

し
た
大
津
波
。
全
速
力
で
沖
に
逃
げ
る

十
数
隻
の
漁
船
を
飲
み
込
ん
だ
薄
黒
い

水
平
線
に
、「
だ
め
だ
!
」と
叫
び
な
が

ら
、
何
隻
も
の
漁
船
の
赤
い
船
底
を
た

だ
見
て
い
る
こ
と
し
か
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
れ
は
、「
現
実
の
こ
と
と
は
思

え
な
い
ま
る
で
悪
夢
の
世
界
だ
っ
た
」

髙
橋
さ
ん
は
振
り
返
り
ま
す
。

　

震
災
の
翌
朝
、
町
は
変
わ
り
果
て
、

目
に
す
る
多
く
の
遺
体
に
、「
地
球
最
後

相
馬
は
ら
が
ま
朝
市

　
そ
れ
は
、
福
島
県
相
馬
市
で
毎
週
末

開
か
れ
る
人
間
交
流
広
場
で
す
。

　
「
朝
市
に
来
れ
ば
、
何
か
に
出
会
え

る
」「
被
災
者
に『
笑
顔
と
喜
び
』を
届
け

よ
う
」

　
被
災
者
自
身
が
立
ち
上
が
り
、
被
災

者
、
市
民
、
支
援
者
の
ふ
れ
あ
い
の
場

が
創
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
N
P
O
法
人「
相
馬
は
ら
が
ま
朝
市

ク
ラ
ブ
」の
理
事
長
で
、
水
産
加
工
業

の
経
営
者
だ
っ
た
髙
橋
永
真
さ
ん
。
髙

橋
さ
ん
を
強
く
動
か
す
た
だ
な
ら
ぬ
決

意
に
は
、
震
災
後
乗
り
越
え
て
き
た
厳

し
い
現
実
が
あ
り
ま
し
た
。

　
出
先
で
見
舞
わ
れ
た
尋
常
で
な
い
揺

れ
。
自
分
の
会
社
は
見
る
も
無
残
な
状

況
。
床
は
割
れ
陥
没
し
、
商
品
や
魚
は

特
集   

東
日
本
大
震
災
か
ら
1
年

被災地の
あゆみ
朝市に笑顔を…

いのちを守る
小田原

震災から1年、厳しい現実の中で、力強く前へ進む人
の強さがあります。震災の恐ろしさ、それを乗り越え
ようとする人の姿から、講ずるべき震災への備え、育
むべき人の絆を確かめ、「いのちを守る小田原」を考
えていきます。

　市では東日本大震災を踏まえ、市民のいのちがしっ
かりと守られるよう、これまでの枠組みによる災害対
策を越え、「災害対策の強化」「持続可能な暮らしの実
現」「被災地・被災者支援」を3つの柱に据え、市民の
皆さんとともに取り組んできました。

海抜マップ海抜表示板

NPO 法人
「相馬はらがま朝市クラブ」
理事長

髙橋永
なが

真
まさ

さん

2



持
続
可
能
な

暮
ら
し
の
実
現

● 

節
電
対
策

● 

放
射
性
物
質
の
影
響
対
策

　

● 

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の

転
換
の
検
討

被
災
地
・
被
災
者
支
援

● 

緊
急
消
防
援
助
隊
の
派
遣

　

● 

職
員
派
遣 	

 

4
ペ
ー
ジ

● 

募
金
の
呼
び
か
け

● 

救
援
物
資
な
ど
の
送
付

● 

被
災
地
の
小
中
学
生
と
の
交
流
事
業

● 

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
派
遣

の
日
の
、
悪
夢
の
一
場
面
に
自
分
が
い

る
よ
う
に
錯
覚
し
た
」と
言
い
ま
す
。

　
津
波
と
そ
の
後
の
原
発
事
故
に
よ
る

放
射
能
の
影
響
で
、
相
馬
の
水
産
加
工

業
は
壊
滅
的
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
家

は
全
壊
し
、
従
業
員
を
解
雇
し
、「
一
体

い
つ
に
な
っ
た
ら
相
馬
で
復
活
で
き
る

の
か
」、
不
安
な
日
々
が
続
き
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
、
相
馬
を
離
れ
る
こ
と
な
く
、

「
地
域
の
経
済
を
何
と
か
再
生
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
」
と
髙
橋
さ
ん
た
ち
は

立
ち
上
が
り
ま
し
た
。

　
「
で
き
る
こ
と
か
ら
取
り
か
か
り
、
水

産
加
工
品
の
可
能
性
を
探
っ
て
い
け
な

い
だ
ろ
う
か
」「
相
馬
の
海
の
魚
が
ダ
メ

な
ら
、
各
地
の
原
料
を
集
め
、
新
し
い

相
馬
の
特
産
品
、
こ
の
震
災
が
あ
っ
た

か
ら
こ
そ
生
ま
れ
た
商
品
を
作
り
、
名

物
に
し
、
後
世
に
残
し
て
い
き
た
い
」

　
こ
う
し
て
髙
橋
さ
ん
た
ち
の
挑
戦
が

始
ま
り
ま
し
た
。

　市では、震災後、二宮尊徳の縁で交流
のある相馬市への息の長い支援を呼びかけ
ています。
　昨年 12 月には、市民が中心となり小田
原の森林・林業再生と、被災地の産業やコ
ミュニティの再生の支援に取り組む「報徳
の森プロジェクト」がスタート。相馬市に、
防寒対策用木材や、クリスマスツリーを届
けるなど、支援を始めました。
　3月には、総務省「緑の分権改革 」被災
地復興モデルとして、相馬市と小田原市の
連携事業が採択されました。小田原の原材
料をもとに、相馬で復興ブランド食品を作
り、直売所で販売するなどの取り組みを、
報徳の森プロジェクトとはらがま朝市クラブ、
行政が連携しながら実施していきます。

3月11日にオープンした小田原産木材で作られた直売所
「報

ほう
徳
とく

庵
あん

」。人が交流しながら、くつろげるスペースも設
けられています。

特集   東日本大震災から1年

相馬・双葉地方の
子どもたちを支援します。
問  尊徳記念館  ☎36-2381

　二宮尊徳にゆかりのある18市
町村で構成する「全国報徳研究市
町村協議会」では、大震災で大きな
被害を受けた福島県相馬・双葉地
方の子どもたちの支援を行います。
　市内6か所に募金箱を設置しま
す。ご支援をよろしくお願いします。

●  募金受付場所
　市役所総合案内、尊徳記念館、
アークロード市民窓口、マロニエ、
いずみ、こゆるぎ 新玉小学校   

グリーンカーテン

市役所車庫楝に取り付けた
太陽光発電設備
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備えてありますか?
非常用持ち出し品

● 非常食・飲料水（3日分程度 ）
乾パンや缶詰など、火を通さなくても食べられるもの。
ペットボトルなどに入った飲料水。
缶切り、紙食器。

● 救急医薬品・常備薬
ばんそうこう、傷薬、包帯、胃腸薬、持病のある人は
常備薬など

● 携帯ラジオ、懐中電灯
ラジオは小型で軽く、AM・FM 両方聞けるもの。懐中
電灯はできるだけ 1人に1個。予備の乾電池。

● その他
ヘルメット、タオル、下着、着替えの衣類、軍手、ロー
プ、マッチやライター、洗面用具、携帯トイレ、トイレッ
トペーパー、ティッシュペーパー、生理用品、ビニー
ル袋、食品用ラップ など

※ 現金、預金通帳、印鑑、免許証、保険証、権利証
書などの貴重品は、非常時にすぐに持ち出せるよう
に保管しましょう。

生
き
て
さ
え
い
れ
ば
…

　
土
砂
か
き
や
避
難
所
の
配
食
を
行
い

ま
し
た
。
全
て
が
流
さ
れ
た
現
場
に

立
っ
て
感
じ
た
無
力
感
は
、
一
生
忘
れ

る
こ
と
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら

こ
そ
、「
今
、
で
き
る
こ
と
が
あ
る
」と
、

強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　
現
場
で
作
業
し
て
い
る
と
き
、「
第
一

波
は
こ
こ
ま
で
来
た
、
そ
し
て
第
二
、

第
三
は
こ
こ
ま
で
」
と
、
私
の
背
よ
り

高
い
津
波
の
跡
に
つ
い
て
話
し
て
く
れ

る
か
た
が
い
ま
し
た
。
ま
た
あ
る
か
た

は
、
津
波
は
こ
こ
ま
で
来
な
い
だ
ろ
う

と
、
近
所
の
人
と
テ
レ
ビ
を
見
て
い
た

ら
、
来
な
い
と
思
っ
て
い
た
方
向
か
ら

も
津
波
が
襲
っ
て
き
た
と
…
。

　
帰
宅
し
て
、
家
族
で
話
を
し
ま
し
た
。

「
パ
パ
は
市
の
職
員
だ
か
ら
、
地
震
の
と

き
、
そ
ば
で
守
っ
て
あ
げ
ら
れ
な
い
か

も
し
れ
な
い
。
自
分
の
命
は
自
分
で
守

る
。
パ
パ
と
マ
マ
も
自
分
で
守
る
か
ら
。

生
き
て
さ
え
い
れ
ば
、
周
り
の
人
を
助

け
る
こ
と
も
で
き
る
し
、
誰
か
が
き
っ

と
助
け
て
く
れ
る
」と
。

　
先
日
、
第
4
、
第
5
地
区
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
、
地
域
の
民
生
委
員
や
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
皆
さ
ん
が
一
堂

に
会
し
、
東
日
本
大
震
災
と
こ
れ
か
ら

に
つ
い
て
対
話
す
る
機
会
が
あ
り
、
参
加

し
ま
し
た
。
災
害
時
要
援
護
者
を
含
め

た
避
難
や
、
地
域
で
の
連
携
な
ど
に
つ
い

て
、
お
互
い
の
現
状
を
知
り
、
話
し
合
う
。

顔
の
見
え
る
関
係
づ
く
り
は
、
避
難
だ
け

で
な
く
、
避
難
生
活
の
備
え
と
し
て
も

重
要
な
こ
と
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

日
頃
の
備
え
の
大
切
さ

　
避
難
所
で
、
物
資
の
仕
分
け
、
整
理
、

配
給
、
駐
車
場
整
理
、
ゴ
ミ
の
片
付
け

な
ど
に
携
わ
り
ま
し
た
。

　
活
動
中
、い
ろ
い
ろ
な
か
た
か
ら
震
災

当
初
の
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
車
で
避
難
し
よ
う
と
し
て
渋
滞
で
亡

く
な
っ
た
人
の
こ
と
、
海
水
だ
け
で
な

く
泥
や
壊
れ
た
家
な
ど
を
巻
き
込
ん
だ

津
波
の
恐
ろ
し
さ
、
何
回
も
襲
っ
て
く

る
津
波
、
津
波
に
よ
っ
て
流
さ
れ
た
車

か
ら
の
火
災
…
。
じ
か
に
聞
く
話
の
恐

ろ
し
さ
に
、
急
い
で
逃
げ
る
こ
と
、
落

ち
着
い
て
行
動
す
る
こ
と
が
い
か
に
大

自分の身を守るために
被災地に教えられたこと

市では、職員延べ74人（うち消防職員34人）［3月末
日現在］を、被災地へ派遣してきました。
派遣職員は、震災を乗り越えようと取り組む現場で、
今、私たちがすべきことを肌で感じてきました。

福島県相馬市で被災地支援

加藤和
かず

永
ひさ

（企画政策課 ）

宮城県石巻市で被災地支援

府川幸司（文化政策課 ）

持ち出し品は、すぐに持ち出せる分量を用意しましょう。

非常用持ち出し品は、リュックサックに入れておくと、すぐに持ち
出すことができます。地震だけではなく、風水害時にも持って避
難しましょう。 

防災対策課  ☎ 33-1855
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日頃から確認しておきましょう!
災害発生時などの情報入手方法

災害発生時などに、市民の皆さんが状況に応じて、さまざまな手
段で情報を得られるように、市では次の手段を用い、情報を発信
しています。

問 防災対策課 ☎ 33-1855

● 防災行政無線
市内各所の屋外スピーカーから緊急情報などをお知らせします。

● 防災行政無線放送テレホンサービス
防災行政無線の放送内容を電話で確認できます。
0120-244-400（フリーダイヤル）
※ 県西部 2 市 8 町内で利用できます。
※ 一部のIP 電話は、利用できません。

● 市ホームページ
防災行政無線の放送内容や各種災害情報などをお知らせします。

● 小田原ケーブルテレビ・テレビ神奈川
災害時に、データ放送で防災行政無線の放送内容をお知らせします。

● FM おだわら（78.7MHz ）
災害時には緊急放送を行うほか、防災行政無線の放送内容をお知
らせします。

● おだわらメールマガジン「防災メール」
あらかじめ登録された携帯電話へ、防災行政無線の放送内容を
配信します。市ホームページまたは二次元バーコードからアクセ
スし、ご登録ください。

● 広報車
緊急時には、市の広報車が市内を巡回放送します。

● ツイッター
東日本大震災のような緊急時には防災・災害情報も発信します。
ツイッターで次のアカウントを入力し、フォローしてください。

（フォローするには、あらかじめツイッターにユーザー登録しておく
必要があります）
アカウント名:@Odawara_City

● 携帯電話各社のメールサービス
（NTTドコモ、KDDI［au ］、ソフトバンクモバイル）

避難勧告の発令など、あらかじめ指定された情報を、市内にある
携帯電話へ一斉送信されます。
特に登録の必要はありません。対応機種の設定方法は各店舗な
どでご確認ください。

切
か
を
知
り
ま
し
た
。

　

津
波
に
よ
り
避
難
所
の
小
学
校
は
、

2
階
ま
で
浸
水
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

多
く
の
人
が
逃
げ
て
き
ま
し
た
。
中
に

は
避
難
所
に
入
り
き
れ
ず
に
公
園
な
ど

で
雪
が
降
る
中
、
野
宿
を
し
た
人
も
い

た
そ
う
で
す
。

　
避
難
所
に
よ
っ
て
は
食
料
が
し
ば
ら

く
は
手
に
入
ら
ず
、
ビ
ス
ケ
ッ
ト
1
枚

を
何
人
か
で
分
け
て
食
べ
る
ほ
ど
だ
っ

た
り
、
水
を
も
ら
う
の
に
何
時
間
も
並

ぶ
こ
と
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
津
波
の

恐
怖
、
寒
さ
、
飢
え
の
極
限
状
態
が
人

の
目
つ
き
も
変
え
ま
し
た
。
非
常
食
は
、

す
ぐ
に
持
ち
出
せ
な
け
れ
ば
全
く
役
に

立
ち
ま
せ
ん
。
自
宅
の
み
な
ら
ず
、
職

場
に
も
備
え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
被
災
者
の
中
に
は
、
携
帯
電
話
が
壊

れ
た
こ
と
や
通
信
網
が
ダ
ウ
ン
し
て
い

た
た
め
、
連
絡
手
段
を
失
い
、
1
か
月

後
に
家
族
の
安
否
が
分
か
っ
た
と
い
う

か
た
も
い
ま
し
た
。
日
頃
か
ら
災
害
時

の
集
合
場
所
な
ど
を
家
族
で
話
し
合
っ

て
お
く
こ
と
は
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

石巻市に隣接する女川町女川港（平成23 年8 月）

石巻市の避難所のようす（平成23 年 8 月）

トップページ左列のお役立ちサービス
「メルマガを登録する」をクリック

特集   東日本大震災から1年

または、
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東
日
本
大
震
災
以
降
、
津
波
対
策
は

喫
緊
の
課
題
と
な
り
ま
し
た
。

　

市
で
は
、「
海
抜
マ
ッ
プ
」を
作
成
、

配
布
し
、
公
共
施
設
に
海
抜
表
示
板
を

設
置
。
海
抜
10
m
以
下
を
含
む
地
域
で

は
、
津
波
避
難
経
路
や
、
避
難
場
所
と

な
る
高
台
や
ビ
ル
の
確
認
を
、
自
治
会

長
、
防
災
リ
ー
ダ
ー
、
民
生
委
員
な
ど

地
域
の
か
た
と
一
緒
に
行
い
、
津
波
避

難
マ
ッ
プ
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
津
波

か
ら
の
一
時
的
な
避
難
場
所
と
な
る「
津

波
避
難
ビ
ル
」
に
つ
い
て
は
、
建
物
所

有
者
、
地
域
の
か
た
、
市
の
三
者
で
使

用
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
、
対
策
を

進
め
て
い
ま
す
。

実
際
に
歩
い
て
こ
そ

　
大
半
が
海
抜
10
m
以
下
の
酒
匂
・
小

八
幡
地
区
。
今
ま
で
防
災
対
策
に
積
極

的
に
か
か
わ
っ
て
き
た
皆
さ
ん
も
、
ま

ち
づ
く
り
委
員
会
防
災
分
科
会
の
取
り

組
み
と
し
て
歩
い
て
初
め
て
気
づ
い
た

点
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。「
避
難
で
き
そ

う
な
建
物
ま
で
ど
の
く
ら
い
時
間
が
か

か
る
の
か
」「
地
震
の
揺
れ
で
渡
れ
な
く

な
る
橋
も
あ
る
だ
ろ
う
」な
ど
、
地
図

を
見
る
だ
け
、
普
通
に
生
活
し
て
い
る

だ
け
で
は
気
づ
か
な
い
危
険
を
知
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

ぜ
ひ
協
力
し
た
い

　
津
波
か
ら
避
難
す
る
際
に
、
ど
こ
の
建

物
に
逃
げ
ら
れ
る
の
か
。
3
階
建
て
以
上

で
あ
る
か
、
耐
震
性
は
ど
う
か
、
外
階
段

が
あ
る
か
な
ど
の
条
件
を
満
た
す
ビ
ル
は
、

と
て
も
少
な
い
の
が
実
状
で
す
。
だ
か
ら

こ
そ
、「
何
と
か
了
承
し
て
い
た
だ
き
た

い
」と
い
う
切
実
な
思
い
で
、
三
廻
部
会

長
ら
は
市
の
職
員
と
と
も
に
建
物
の
所
有

者
に
交
渉
し
て
い
ま
す
。

　
大
震
災
発
生
時
、
横
浜
市
内
の
自
宅

の
テ
レ
ビ
で
津
波
の
映
像
を
見
た
と
い

う
、
酒
匂
に
あ
る
レ
イ
モ
ン
ド
ハ
ウ
ス

D
棟
所
有
者
の
矢
㟢
さ
ん
。「
大
地
震

や
津
波
は
、
い
つ
ま
た
起
こ
る
か
分
か

ら
な
い
。
自
分
が
で
き
る
こ
と
で
お
役

に
立
て
る
よ
う
、
三
廻
部
会
長
、
市
か

ら
の
投
げ
か
け
に
、
真
っ
先
に
協
力
し

た
い
と
思
っ
た
」
と
津
波
避
難
ビ
ル
の

協
定
締
結
に
早
い
段
階
で
快
く
応
じ
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

今
後
の
課
題
を
皆
で
共
有

　
津
波
避
難
対
策
を
進
め
て
い
く
中
で
、

同
地
区
で
は
避
難
ビ
ル
の
使
用
に
つ
い
て

の
協
定
を
短
期
間
に
多
く
締
結
で
き
ま
し

た
。
し
か
し
、「
避
難
場
所
ま
で
に
は
、

小
八
幡
川
を
渡
り
、
J
R
の
線
路
を
越

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」と
譲
原
さ
ん
も

言
う
よ
う
に
、
津
波
か
ら
の
避
難
が
容
易

で
な
く
、
さ
ら
な
る
避
難
場
所
を
確
保

す
る
必
要
性
を
改
め
て
認
識
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
鈴
木
さ
ん
は
、「
限
ら
れ
た
時

間
の
中
、
要
援
護
者
を
助
け
る
地
域
住

民
の
協
力
体
制
が
重
要
だ
」と
言
い
、
要

援
護
者
に
対
す
る
避
難
支
援
へ
の
課
題

の
深
刻
さ
も
浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し
た
。

　
解
決
す
べ
き
課
題
は
山
積
み
で
す
が
、

地
域
で
、
避
難
経
路
や
時
間
を
細
か
く

調
べ
、
多
く
の
課
題
を
共
有
で
き
た
こ

と
は
、
大
変
有
意
義
で
し
た
。

危
機
感
を
持
続
さ
せ
る

　
昨
年
11
月
に
酒
匂
・
小
八
幡
地
区
で

行
っ
た
津
波
避
難
訓
練
に
は
、
一
昨
年
の

3
倍
に
あ
た
る
1
2
0
0
人
ほ
ど
が
参

加
し
ま
し
た
。
一
方
で
、
防
災
へ
の
危
機

感
は
、
日
が
た
つ
に
つ
れ
て
少
し
ず
つ
薄

ら
ぎ
、「
こ
の
地
域
に
は
大
き
な
津
波
は

来
な
い
」と
楽
観
視
す
る
人
も
見
受
け
ら

れ
る
よ
う
で
す
。

　
危
機
感
を
持
っ
て
、
地
域
の
防
災
力

を
高
め
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
の
皆
さ
ん
は
、
よ

り
確
か
な
津
波
避
難
マ
ッ
プ
の
作
成
や
、

よ
り
現
実
的
な
訓
練
の
実
施
に
努
め
、

今
後
も
多
く
の
人
に
か
か
わ
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
呼
び
か
け
て
い
き
ま
す
。

皆で身を守るために
協働で備える

地域で協力し、防災対策に取り組むことは、知識や技術
を得るだけでなく、そこで育まれる絆や互いを思いやる
気持ちが、災害時の強みとなります。
ここでは、酒匂・小八幡地区の津波避難対策と、千代中
学校のふれあい防災教室のようすを紹介します。

酒
匂
・
小
八
幡
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

津
波
避
難
対
策

皆
さ
ん
に
聞
き
ま
し
た
!

酒匂・小八幡地区自治会
連合会  会長
酒匂・小八幡地区
まちづくり委員会 委員長

三
み

廻
くる

部
べ

洋次郎さん

小八幡 1区自治会長
酒匂・小八幡地区
まちづくり委員会 
防災分科会リーダー

譲原春夫さん

酒匂 7 区防災リーダー、
民生委員・児童委員
酒匂・小八幡地区
まちづくり委員会 
防災分科会 サブリーダー

鈴木一郎さん

レイモンドハウス
D 棟オーナー

矢﨑例
れい

三
ぞう

さん

一目で分かるように建物の
入口に、シールで表示します。
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2
月
末
、
千
代
中
学
校
で
は
、
3
年

生
を
対
象
と
し
た
防
災
教
室
を
開
き
ま

し
た
。
生
徒
た
ち
の
防
災
へ
の
関
心
が

高
ま
り
、
地
域
内
で
の
中
学
生
の
役
割

が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
中
、
卒
業
前
に

ぜ
ひ
体
験
し
て
ほ
し
い
と
、
赤
十
字
奉

仕
団
な
ど
の
地
域
の
か
た
や
、
市
の
協

力
の
も
と
、
炊
き
出
し
、
消
火
、
救
護

法
な
ど
の
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

炊
き
出
し
訓
練

　
市
防
災
対
策
課
職
員
か
ら
、
非
常
用

炊
飯
袋
を
使
っ
た
炊
き
出
し
の
失
敗
し

な
い
水
加
減
、
袋
の
縛
り
方
、
ゆ
で
時

間
な
ど
の
説
明
を
受
け
た
後
、
い
ざ
実

践
。
真
剣
な
面
持
ち
で
お
米
を
計
り
、

水
を
加
減
し
、
グ
ラ
グ
ラ
と
沸
く
大
な

べ
へ
投
入
。
待
つ
こ
と
30
分
、
ア
ツ
ア

ツ
の
ご
飯
が
で
き
上
が
る
と
、
生
徒
た

ち
か
ら
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　
「
味
が
薄
い
け
ど
、
思
っ
た
よ
り
も
食

べ
ら
れ
る
」「
何
も
な
け
れ
ば
食
べ
る
け

ど
、
あ
ま
り
お
い
し
く
な
い
」「
こ
う
い

う
食
事
ば
か
り
だ
と
厳
し
い
」と
生
徒
た

ち
に
と
っ
て
、
震
災
や
避
難
生
活
を
改

め
て
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

消
火
訓
練
&
煙
体
験

　

消
火
器
の
使
い
方
を
習
い
、
実
践
。

人
工
的
に
、
煙
を
充
満
さ
せ
た
テ
ン
ト

内
を
歩
く
体
験
も
し
ま
し
た
。

　
消
火
器
を
使
う
時
は
、「
ま
ず
落
ち
着

い
て
、
❶ 『
火
事
だ
』と
大
声
で
知
ら
せ
、

❷
黄
色
い
ピ
ン
を
抜
き
、
❸ 

ホ
ー
ス
を

火
元
に
向
け
、
❹ 

レ
バ
ー
を
握
る
」
消

防
署
員
の
説
明
を
聞
き
、
実
際
に
消
火

器
を
持
ち
練
習
し
ま
し
た
。

　
煙
体
験
で
は
、「
全
く
見
え
な
い
」「
出
口

が
本
当
に
分
か
ら
な
い
」と
、
煙
の
恐
ろ

し
さ
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

救
護
法
&
運
搬
法

　
赤
十
字
奉
仕
団
の
皆
さ
ん
の
指
導
の

も
と
、三
角
き
ん
や
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
使
っ

た
救
護
法
、
毛
布
な
ど
を
使
っ
た
運
搬

法
を
学
び
ま
し
た
。

　
「
骨
折
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、

不
思
議
な
感
じ
」
と
話
し
、
三
角
き
ん

と
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
比
べ
「
三
角
き
ん
の

方
が
し
っ
か
り
固
定
さ
れ
る
け
ど
、
ビ

ニ
ー
ル
袋
の
方
が
身
近
に
あ
る
の
で
役

立
つ
か
も
し
れ
な
い
」
と
災
害
時
を
想

定
し
な
が
ら
、
互
い
に
救
護
法
を
実
践

し
合
い
ま
し
た
。

　
運
搬
法
の
体
験
で
は
、
皆
で
息
を
合

わ
せ
、
人
を
移
動
さ
せ
ま
し
た
。「
思
っ

た
よ
り
も
重
か
っ
た
」
と
、
こ
ち
ら
も

貴
重
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

　
参
加
さ
れ
た
赤
十
字
奉
仕
団
の
か
た

は
、「
日
中
は
、
仕
事
で
外
に
出
て
い
る

人
も
多
く
、
災
害
時
、
中
学
生
は
頼
り

に
な
る
存
在
。
こ
う
い
う
訓
練
を
経
験

し
て
、
い
ざ
と
い
う
時
に
少
し
で
も
思

い
出
し
て
も
ら
い
、
自
分
は
人
を
助
け

る
立
場
だ
と
い
う
意
識
の
芽
生
え
に
つ

な
が
れ
ば
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

小田原市地域防災計画を見直しました

問  防災対策課  ☎ 33-1855

　市地域防災計画は、市民の生命、身体、財産を
災害から守るため、災害対策基本法の規定に基
づき、市の災害対策について、災害予防、災害応
急対策、災害復旧に関する事項を定め、防災対策
を総合的かつ計画的に実施するためのものです。
　今回の改訂では、関係法令の改正や、神奈川
県の被害想定の見直し、平成 22 年の台風 9 号や、
昨年の東日本大震災などの教訓を踏まえ、大幅
な見直しを行いました。

修正のポイント
　国や県の防災計画などと整合を図り、災害対
策に係る最新の教訓などを盛り込み、より実践
的な計画に改訂しました。
● 県地震被害想定調査報告書の内容を反映した

地震被害想定の見直し
● 津波避難ビルの指定や避難所運営における女

性への配慮、プライバシー保護、ペット対策な
ど新たな対策の追加

● 避難所運営や、帰宅困難者対策など従来の対
策の見直し

● 市民の自主防災活動、災害救援ボランティア活
動の拡充強化など、自助・共助に関する行動に
ついての普及・啓発

若
い
力
で
地
域
の
防
災
力
を
ア
ッ
プ

千
代
中
学
校  

ふ
れ
あ
い
防
災
教
室

特集   東日本大震災から1年

7 広報 小田原  2012.4.1



大
震
災
発
生
時
…

避
難
所
も
開
設

山
田  

東
日
本
大
震
災
発
生
時
、
小
田

原
市
の
状
況
は
、
ど
う
で
し
た
か
。

市
長  

市
内
で
は
、
幸
い
人
命
に
か
か

わ
る
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

そ
の
後
防
災
対
策
の
課
題
は
山
積
し
て

い
ま
す
。
津
波
へ
の
対
策
も
喫
緊
の
課

題
と
な
り
、
情
報
の
受
伝
達
体
制
が
十

分
で
な
い
こ
と
も
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
後
市
で
は「
い
の
ち
を
守
る

小
田
原
」
推
進
会
議
を
立
ち
上
げ
、
抜

本
的
な
防
災
対
策
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。

鈴
木  

震
災
当
日
、
皆
さ
ん
は
ど
の
よ

う
に
対
応
さ
れ
ま
し
た
か
。

星
野  

自
宅
の
テ
レ
ビ
で
情
報
を
確
認

し
ま
し
た
。
地
域
内
で
は
無
線
で
連
絡

で
き
る
体
制
に
し
ま
し
た
。

中
井  

公
民
館
に
自
主
防
災
本
部
を
立

ち
上
げ
、
そ
の
後
大
津
波
警
報
が
出
た

の
で
、
避
難
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

大
嶌  

私
は
東
京
に
い
て
、
携
帯
電
話

が
通
じ
ず
、
メ
ー
ル
も
送
れ
た
の
か

分
か
ら
ず
困
り
ま
し
た
。
ツ
イ
ッ
タ
ー

は
即
時
に
情
報
が
得
ら
れ
役
立
ち
ま

し
た
。

釼
持  

消
防
団
が
出
動
す
る
よ
う
な
被

害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
自
主
的

に
詰
所
に
集
合
し
、
巡
回
し
た
分
団
も

あ
り
ま
し
た
。

古
川  

青
年
会
議
所
の
メ
ン
バ
ー
と
は

ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
を
利
用
し
、
指
示
が

出
る
ま
で
は
、
家
族
や
社
員
の
安
否
確

認
な
ど
、
各
自
の
判
断
で
対
応
す
る
よ

う
連
絡
を
取
り
合
い
ま
し
た
。

山
田  
大
津
波
警
報
が
発
表
さ
れ
、
帰

宅
困
難
者
も
発
生
し
、
市
内
で
も
避
難

所
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
ね
。

市
長  

避
難
所
は
、
自
治
会
連
合
会
長

に
連
絡
し
、
学
校
と
市
の
職
員
も
対
応

し
、
広
域
避
難
所
運
営
委
員
会
に
お
願

い
を
し
て
開
設
し
ま
す
。
当
日
は
、
時

間
が
な
い
中
で
、
現
場
で
状
況
に
応
じ

て
対
応
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

中
井  

片
浦
小
で
の
帰
宅
困
難
者
の
受

け
入
れ
は
、
停
電
も
断
水
も
な
く
、
学

校
の
先
生
も
い
て
く
だ
さ
り
、
柔
軟
に

対
応
で
き
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
で
は
、
東

北
や
東
京
の
状
況
は
分
か
っ
て
も
、
地

元
の
情
報
が
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

災
害
時
の
情
報
発
信

山
田  

災
害
時
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
手

段
で
情
報
を
発
信
し
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
す
。

古
川  

電
話
よ
り
も
、
ネ
ッ
ト
回
線
が

有
効
に
機
能
し
て
い
ま
し
た
が
、
ネ
ッ

ト
の
情
報
は
、
必
ず
し
も
正
確
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
普
段
か
ら
信
頼
で
き
る

S
N
S（
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー

キ
ン
グ・サ
ー
ビ
ス 

※
1
）と
つ
な
が
っ

て
お
く
、
行
政
が
発
信
す
る
も
の
な
ど

を
確
認
し
、
何
を
信
じ
て
よ
い
の
か
を

見
極
め
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

鈴
木  

S
N
S
が
発
達
し
て
、
初
め
て

の
大
き
な
震
災
を
経
験
し
、
新
た
な
課

題
も
見
え
て
き
ま
し
た
ね
。

大
嶌  

都
心
で
は
、
S
N
S
の
情
報
が

か
な
り
有
効
で
、
避
難
情
報
、
交
通
機

関
の
正
確
な
情
報
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

鈴
木  

市
で
も
ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
を
始

め
て
い
ま
す
ね
。

市
長  

市
で
は
、
災
害
時
の
情
報
発
信

だ
け
で
な
く
、
都
市
セ
ー
ル
ス
の
一
環

と
し
て
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
情
報
発
信
し
、

多
く
の
か
た
に
フ
ォ
ロ
ー
さ
れ
て
い

ま
す
。

鈴
木  

消
防
団
へ
は
消
防
署
か
ら
ど
の

よ
う
に
連
絡
が
く
る
の
で
す
か
。

釼
持  

電
話
や
メ
ー
ル
で
分
団
員
に
連

絡
が
来
ま
す
が
、
今
回
の
規
模
と
な
る

と
そ
れ
が
機
能
し
ま
せ
ん
。
無
線
が
団

本
部
に
4
台
、
分
団
に
5
台
配
備
さ
れ

て
い
ま
す
。
い
ず
れ
は
全
分
団
に
配
備

で
き
る
と
よ
い
と
思
い
ま
す
。

臨
機
応
変
に
…

鈴
木  

津
波
被
害
が
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
火
災
や
建
物
の
倒
壊
へ
の
対
応

も
大
切
で
す
ね
。

釼
持  

自
治
会
の
自
主
防
災
組
織
と
連

携
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
消
防
署
で

の
対
応
が
困
難
な
状
況
に
な
っ
た
と
き
、

そ
の
地
域
の
消
防
団
、
自
主
防
災
組
織

が
重
要
と
な
り
ま
す
。

古
川  

私
も
消
防
団
に
入
っ
て
い
ま
す
。

3月11日、FMおだわらと小田原ケーブル
テレビで「小田原の防災を考える」特別
番組が放送されました。震災後の1年を
振り返り、災害時の情報伝達などについ
て話し合われました。

検
証
3
・
11  

小
田
原
の
防
災
を
考
え
る

加藤憲一市長

市自治会総連合理事  
生活環境部会長

星野清治さん

小田原市消防団  団長

釼持久
ひ さ

資
も と

さん

※ 1 SNS   ：人と人とのつながりをサポートするコミュニティ型のインターネットサービス
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大
規
模
な
災
害
で
は
、
す
ぐ
に
組
織
が

活
動
す
る
こ
と
が
難
し
く
、
一
人
一
人

が
自
分
の
命
を
守
れ
る
よ
う
日
頃
か
ら

考
え
て
お
く
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ

ま
す
。

鈴
木  

そ
の
時
々
の
対
応
が
重
要
で
す

ね
。
市
が
震
災
当
日
、
帰
宅
困
難
者
に

対
応
で
き
た
の
も
、
臨
機
応
変
に
動
く

こ
と
が
で
き
た
か
ら
で
す
よ
ね
。

市
長  
避
難
所
で
は
、
帰
宅
困
難
者
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
な
が
ら
、

対
応
に
当
た
っ
た
と
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。

情
報
を
頼
り
に
、

地
域
皆
の
力
で

鈴
木  

星
野
さ
ん
の
久
野
地
区
は
自
治

会
連
合
の
中
で
も
大
き
な
地
区
で
す
が
、

連
絡
方
法
な
ど
は
決
め
て
い
ま
す
か
。

星
野  

新
潟
中
越
地
震
を
教
訓
に
、
地

域
の
役
員
な
ど
で
検
討
を
重
ね
、
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
作
り
ま
し
た
。
各
地
区
で

防
災
対
策
本
部
を
立
ち
上
げ
、
対
応
す

る
こ
と
を
定
め
て
い
ま
す
。
非
常
時
に

ど
の
よ
う
に
情
報
を
得
る
の
か
が
問
題

で
、
私
は
F
M
お
だ
わ
ら
に
期
待
を
し

て
い
ま
す
。
ま
た
地
域
内
の
情
報
収
集

手
段
と
し
て
、
久
野
地
区
で
は
、
無
線

を
配
備
し
、
災
害
時
に
は
、
無
線
で
消

防
団
の
情
報
を
把
握
し
な
が
ら
活
動
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

釼
持  

消
防
団
活
動
は
、
自
治
会
の
協

力
が
不
可
欠
で
す
。
団
員
に
は
、
自
治

会
行
事
に
参
加
す
る
な
ど
、
自
治
会
と

よ
い
関
係
を
築
く
よ
う
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。

鈴
木  

顔
が
見
え
る
関
係
が
大
事
で
す
ね
。

山
田  

災
害
時
の
情
報
伝
達
な
ど
に
つ

い
て
、
市
の
考
え
は
い
か
が
で
す
か
。

市
長  

天
候
や
場
所
に
よ
っ
て
、
防
災

行
政
無
線
は
課
題
が
多
い
の
が
現
状
で

す
。
F
M
お
だ
わ
ら
も
地
形
の
関
係
で

難
聴
地
域
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
停
電
す

れ
ば
、
テ
レ
ビ
も
見
ら
れ
な
く
な
り
ま

す
。
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
、
情
報
が
入

手
で
き
る
よ
う
に
整
備
し
な
け
れ
ば
い

け
ま
せ
ん
。

　

市
と
各
地
区
の
連
絡
の
た
め
に
、

M
C
A
無
線
（
マ
ル
チ
・
チ
ャ
ン
ネ
ル
・

ア
ク
セ
ス
無
線 

※
2
）
を
配
備
し
ま
し

た
。
避
難
所
と
、
自
治
会
連
合
会
長
と

の
連
絡
は
必
ず
取
れ
る
よ
う
に
し
て
あ

り
ま
す
。

古
川  

情
報
収
集
手
段
は
、
世
代
に

よ
っ
て
も
違
う
と
思
い
ま
す
。
携
帯
電

話
か
ら
情
報
を
得
ら
れ
る
世
代
は
、
日

頃
か
ら
災
害
時
に
も
有
効
な
情
報
を
自

分
で
得
る
こ
と
を
意
識
し
て
お
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
何
か
あ
っ
た
と

き
に
は
、
地
域
の
中
で
、
そ
れ
を
伝
え

合
い
補
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
が
で
き
る
こ
と
を
日
頃
か
ら
積
み
重

ね
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

大
嶌  

電
気
が
あ
れ
ば
、
情
報
を
得
る

手
段
は
多
く
あ
り
ま
す
。
非
常
時
に
最

低
限
必
要
な
電
気
を
太
陽
光
の
力
で
供

給
で
き
な
い
か
、
ダ
イ
ナ
シ
テ
ィ
で
実

験
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

山
田  

市
長
、
最
後
に
一
言
。

市
長  

と
に
か
く
、
犠
牲
者
を
出
さ
な

い
と
い
う
こ
と
。
そ
の
上
で
、
し
か
る

べ
き
措
置
を
講
じ
ら
れ
る
よ
う
、
災
害

対
策
を
全
般
的
に
進
め
ま
す
。
市
全
域

が
、
一
斉
に
被
災
し
た
と
き
、
身
近
な

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
助
け
合
わ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
地
域
ご
と
の
事
情
を
考

え
、
冷
静
に
行
動
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
行
政
が
で
き
な
い
こ
と
も
多
く
、
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
で
共
に
取
り
組
む
こ
と

が
必
要
で
す
。

鈴
木  

い
ざ
と
い
う
と
き
に
助
け
合
え

る
よ
う
、
地
域
ご
と
に
、
し
っ
か
り
と

取
り
組
む
こ
と
が
大
事
で
す
ね
。

　
消
防
団
員
は
、
な
り
て
が
少
な
い
と

聞
き
ま
し
た
。

釼
持  

欠
員
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
団
員

の
入
れ
替
え
が
あ
り
ま
す
の
で
、
随
時

募
集
中
で
す
。
や
る
気
の
あ
る
か
た
に
、

ぜ
ひ
手
を
挙
げ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

山
田  

市
民
の
自
治
活
動
、
ご
近
所
の

力
。
災
害
時
こ
そ
人
と
人
と
の
つ
な
が

り
が
大
事
で
、
そ
の
手
助
け
と
な
る
の

が
情
報
で
す
。
正
確
な
情
報
が
素
早
い

災
害
対
応
に
つ
な
が
り
ま
す
。
こ
れ
を

き
っ
か
け
に
、
多
く
の
人
が
災
害
対
策

に
つ
い
て
考
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

　
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

FM 小田原  （株 ）放送局長

鈴木伸幸さん

小田原ケーブルテレビ （株） 
代表取締役 社長

山田文雄さん

（社）小田原青年会議所  理事長

古川大
だ い

司
じ

さん

小田原箱根商工会議所  
都市基盤整備委員長

（株 ）ダイナシティ代表取締役

大
お お

嶌
し ま

啓介さん

市自治会総連合  
片浦地区自治会連合会長

中井英雄さん

コーディネーター

特集   東日本大震災から1年

※ 2 MCA 無線  ：複数の周波数を、多数の利用者が効率よく使える無線で、混信に強く、高音質なのが特徴
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平
成
22
年
度
か
ら
始
ま
っ
た「
生

（
い
き
）ご
み
小
田
原
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」は
、
こ
れ
ま
で
の
参
加
者
数
が

延
べ
2
0
0
0
人
以
上
に
な
り
、
全

国
的
に
見
て
も
規
模
の
大
き
な
取
り

組
み
に
発
展
し
ま
し
た
。
こ
の
取
り

組
み
を
全
市
的
に
広
め
る
た
め
、
今

年
度
も
新
た
な
参
加
者
を
募
り
ま
す
。

あ
な
た
も
ご
家
庭
で「
ご
み
の
減
量
」

と「
堆
肥
づ
く
り
」に
挑
戦
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

対
象  

市
内
在
住
で
、
家
庭
で
生
ご
み

の
堆
肥
化
に
取
り
組
め
る
、
ま
た
は
、

す
で
に
取
り
組
ん
で
い
て
、
ま
だ
参

加
登
録
し
て
い
な
い
か
た（
段
ボ
ー
ル

コ
ン
ポ
ス
ト
・
E
M
ぼ
か
し
・
コ
ン

ポ
ス
タ
ー
・
庭
や
畑
に
埋
め
る
な
ど
、

方
法
は
自
由
）。

申
込  

5
月
31
日（
木
）ま
で
に
市
役

所
4
階
環
境
政
策
課
、
支
所
・
連
絡
所
、

窓
口
コ
ー
ナ
ー
に
置
い
て
あ
る
申
請

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
郵
送
、

フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
窓
口
に
直
接
ご
持

参
く
だ
さ
い
（
申
請
書
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
）。
申

請
は
世
帯
ご
と
で
お
願
い
し
ま
す
。

〒
2
5
0-

8
5
5
5

小
田
原
市
環
境
政
策
課

F
A
X 

33-

1
4
8
7

支
給

● 

段
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト

　
申
請
者
に
は
、
段
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ

ス
ト
の
セ
ッ
ト
を
支
給
し
ま
す（
無

料
・
先
着
1
0
0
0
人
）。

　
段
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
は
、
基
材

を
入
れ
た
段
ボ
ー
ル
箱
の
中
で
、
生

ご
み
を
堆
肥
化
し
ま
す
。

　
段
ボ
ー
ル
と
い
う
身
近
な
素
材
で
、

手
軽
に
取
り
組
む
事
が
で
き
ま
す
。

● 

E
M
ぼ
か
し

　
申
請
者
に
は
、
E
M
バ
ケ
ツ
と
ぼ

か
し
の
セ
ッ
ト
を
支
給
し
ま
す（
無

料
・
先
着
50
人
）。

　
E
M
ぼ
か
し
は
、
密
閉
式
の
バ
ケ

ツ
の
中
で
、
E
M
菌
と
呼
ば
れ
る
有

用
微
生
物
群
に
よ
っ
て
、
生
ご
み
を
処

理
す
る
方
法
で
、
畑
や
家
庭
菜
園
を

持
っ
て
い
る
か
た
向
き
で
す
。

※ 

申
請
者
に
は
、
5
月
中
旬
以
降
に

開
く
説
明
会
場
で
セ
ッ
ト
を
配
布

し
ま
す
。

※ 

申
請
者
に
は
、
指
定
ご
み
袋
の
代

わ
り
に
利
用
で
き
る「
特
製
ご
み

袋（
50
枚
）」
を
差
し
上
げ
ま
す
。

※ 

電
動
式
生
ご
み
処
理
器
設
置
費

補
助
金
は
、
平
成
24
年
3
月
末
を

も
っ
て
廃
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
を
き
っ
か
け
に
、

地
域
で
消
費
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
で

き
る
だ
け
地
域
で
作
り
出
す
地
域

社
会
を
目
指
す
機
運
が
高
ま
っ
て

い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
市
で
は
太
陽
光
発
電
を

中
心
と
し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
導
入
を
促
進
す
る
た
め
、
昨
年
12

月
に「
小
田
原
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
事
業
化
検
討
協
議
会
」を
立
ち

上
げ
、
検
討
を
始
め
て
い
ま
す
。

　
今
年
も
地
球
温
暖
化
対
策
を
促
進

す
る
た
め
、
次
の
費
用
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。
件
数
に
限
り
が
あ
り
ま

す
の
で
、
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

1 

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

設
置
費
補
助
金（
4
0
0
件
）

対
象  
4
月
2
日
か
ら
平
成
25
年
3
月

15
日
ま
で
に
、
市
内
で
申
請
者
本
人

市では、循環型のまちづくりを目指
し、市民の皆さんとともに、自然環境
を再生する活動や、再生可能エネル
ギーの導入に向けて検討を進めてい
ます。環境にできるだけ負荷をかけ
ない生活へ変えていきましょう。

循環型の
まちづくり

ごみもエネルギーも再生可能

生
ご
み
堆
肥
化
推
進
事
業

「
生（
い
き
）ご
み
小
田
原
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

取
り
組
み
の
輪
を
広
げ
ま
し
ょ
う

地
球
温
暖
化
対
策
推
進
事
業

費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す

小田原発 ! 

問 

環
境
政
策
課 

☎
33-

1
4
7
1

問 

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
推
進
課

☎
33-

1
4
2
4
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2 

低
公
害
車
導
入
補
助
金

対
象  

電
気
自
動
車
ま
た
は
天
然
ガ
ス

自
動
車
を
購
入
ま
た
は
リ
ー
ス（
3
年

以
上
使
用
）さ
れ
る
市
内
在
住
の
個
人

ま
た
は
市
内
に
事
業
所
を
有
す
る
法
人
。

が
居
住
す
る
住
宅
に
、
10
キ
ロ
ワ
ッ

ト
未
満
の
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
、
10

年
以
上
継
続
使
用
で
き
る
個
人
。

補
助
額  

1
キ
ロ
ワ
ッ
ト
当
た
り
1
万 

3
0
0
0
円
、
上
限
4
万
5
0
0
0

円
（
そ
の
他
に
、
県
の
補
助
金
1
キ
ロ

ワ
ッ
ト
当
た
り
1
万
5
0
0
0
円
・

上
限
5
万
2
0
0
0
円
が
上
乗
せ
さ

れ
ま
す
）。

申
請  

着
工
前
で
平
成
25
年
2
月
28
日

ま
で
に
申
請
し
、
電
力
会
社
と
電
力

受
給
契
約
を
行
い
、
平
成
25
年
3
月

15
日
ま
で
に
実
績
報
告
書
を
提
出
す

る
こ
と
が
必
要
。

補
助
額  

個
人
の
場
合
は
上
限
5
万
円
、

法
人
の
場
合
は
上
限
3
万
円
。
た
だ

し
、
車
種
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

申
請  

平
成
25
年
1
月
31
日
ま
で

（
実
績
報
告
書
の
提
出
は
、
平
成
25
年

3
月
15
日
ま
で
）。

※ 

納
車
前
に
申
請
が
必
要
に
な
る
な

ど
、
手
続
き
に
変
更
点
が
あ
り
ま

す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

3 

小
規
模
風
力
・
水
力
発
電

補
助
額  

設
置
費
用
の
10
分
の
1
以
内

･
上
限
10
万
円
。

　
小
規
模
風
力
・
水
力
発
電
の
補
助

金
に
つ
い
て
は
、手
続
き
に
変
更
点
が

あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請  

平
成
25
年
1
月
31
日
ま
で

（
実
績
報
告
書
の
提
出
は
、
平
成
25
年

3
月
15
日
ま
で
）。

※ 

申
請
書
は
、窓
口
ま
た
は
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

※ 

申
請
手
続
き
は
、必
ず
窓
口
で
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

　
東
日
本
大
震
災
以
降
、
私
た
ち
は

改
め
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
限
り
が
あ
る

こ
と
、
そ
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
切

さ
を
認
識
し
ま
し
た
。
今
年
の
夏
も
、

少
し
で
も
節
電
の
効
果
を
高
め
る
た

め
、
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
へ
の
取
り

組
み
を
推
進
し
ま
す
。

　
市
で
は
、
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
に

取
り
組
む
か
た
に
、
ゴ
ー
ヤ
の
種
を

配
布
し
ま
す
。
節
電
お
よ
び
グ
リ
ー

ン
カ
ー
テ
ン
の
育
て
方
講
習
会
も
行

い
、
ゴ
ー
ヤ
の
育
て
方
マ
ニ
ュ
ア
ル

も
差
し
上
げ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

種
の
配
布
と
講
習
会

対
象  

市
内
在
住
で
、
簡
単
な
ア
ン

ケ
ー
ト
や
写
真
を
市
に
提
出
し
て
い

た
だ
け
る
ご
家
庭
（
無
料
・
先
着

1
0
0
世
帯
）。

日
時  

5
月
12
日（
土
）

午
前
10
時
か
ら
11
時
30
分
ま
で

場
所  
け
や
き 

2
階
大
会
議
室

申
込  
5
月
9
日（
水
）ま
で
に
電
話
で

※ 

講
習
会
に
参
加
で
き
な
い
か
た
は
、

次
の
日
程
で
種
を
配
布
し
ま
す

の
で
、
環
境
政
策
課
ま
で
お
越
し

く
だ
さ
い（
無
料
・
先
着
4

 

0

 

0

 

世
帯
）。

日
時

： 

5
月
7
日（
月
）か
ら
5
月
18

日（
金
）ま
で（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）

午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後
5
時
15

分
ま
で

※ 

土
や
、
プ
ラ
ン
タ
ー
、
ネ
ッ
ト
な

ど
は
、
各
自
で
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

家族一人一人が節電を意識するようになって、電気
料金の削減ができた。

直射日光を遮り、涼しいだけでなく、ゴーヤを使っ
た料理をみんなで考えるなど、楽しみながら節電に
取り組めた。次回もぜひ挑戦したい。

見た目にも涼しく、冷房をほとんど使わなかった。

今年も『グリーンカーテンコンテスト』を
実施します。参加の募集については、8 月
中旬頃にお知らせします。

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
に
挑
戦
し
よ
う
!

ゴ
ー
ヤ
の
種
を
無
料
で
配
布
し
ま
す

大好評、グリーンカーテン !（昨年、取り組んだかたのコメント）

問  

環
境
政
策
課 

☎
33-

1
4
7
2
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小
田
原
市
地
域
福
祉
計
画

問  

福
祉
政
策
課  

☎
33-

1
8
6
1

　
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
を
実
現
す
る
た
め

の
基
本
的
な
理
念
や
、
市
民
、
各
種
団
体
、

行
政
な
ど
の
在
り
方
を
表
し
て
い
ま
す
。

計
画
期
間  

平
成
24
年
度
〜
28
年
度（
5
年
間
）

基
本
理
念  「
い
の
ち
を
大
切
に
す
る
ケ
ア
タ

ウ
ン
お
だ
わ
ら
」

基
本
目
標  

「
生
涯
を
通
じ
て
安
心
し
て
い
き

い
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
」

重
点
的
に
取
り
組
む
施
策

1 

地
域
福
祉
を
支
え
る
団
体
な
ど
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

2 

地
域
福
祉
活
動
の
拠
点
づ
く
り

3 

地
域
福
祉
の
担
い
手
づ
く
り

4 

災
害
時
要
援
護
者
対
策
の
仕
組
み
づ
く
り

お
だ
わ
ら
高
齢
者
福
祉
介
護
計
画

問  

高
齢
福
祉
課  

☎
33-

1
8
4
2

問  

介
護
保
険
課  

☎
33-

1
8
2
7

　
老
人
福
祉
法
で
規
定
す
る「
市
町
村
老
人
福

祉
計
画
」と
介
護
保
険
法
で
規
定
す
る「
市
町

村
介
護
保
険
事
業
計
画
」を
一
体
化
し
た
も

の
で
す
。
65
歳
以
上
の
高
齢
者
や
高
齢
者
を

介
護
す
る
か
た
を
対
象
に
、施
策
の
具
体
的
な

目
標
や
内
容
、介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
見
込
量

や
介
護
保
険
料
な
ど
を
定
め
て
い
ま
す
。

計
画
期
間  

平
成
24
年
度
〜
26
年
度（
3
年
間
）

基
本
理
念  「
と
も
に
生
き
る
活
力
あ
る
長

寿
・
福
祉
社
会（
ケ
ア
タ
ウ
ン

お
だ
わ
ら
）を
め
ざ
し
て
」

基
本
方
針  

1 

生
き
が
い
づ
く
り
と
社
会
参
加
の
促
進

2 

地
域
に
お
け
る
高
齢
者
支
援
体
制
の
充
実

3 

介
護
予
防
と
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

4 

介
護
保
険
事
業
の
円
滑
な
運
営

小
田
原
市
障
が
い
福
祉
計
画

問  

障
が
い
福
祉
課  

☎
33-

1
4
4
6

　
障
害
者
自
立
支
援
法
の
規
定
に
基
づ
き
、

指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
見
込
量

や
地
域
生
活
支
援
事
業
の
実
施
に
関
す
る

事
項
な
ど
を
定
め
て
い
ま
す
。

計
画
期
間  

平
成
24
年
度
〜
26
年
度（
3
年
間
）

基
本
理
念  

「
誰
も
が
生
き
が
い
を
持
ち
、
互

い
に
支
え
あ
う
ケ
ア
タ
ウ
ン
お

だ
わ
ら
」

基
本
目
標

1 

障
が
い
者
の
自
立
と
社
会
参
加
の
実
現

2 

地
域
生
活
移
行
の
促
進

3 

就
労
支
援
の
促
進

4 

自
立
支
援
協
議
会
の
活
性
化

　
市
で
は
、「
小
田
原
市
地
域
福
祉
計
画
」「
第

5
期
お
だ
わ
ら
高
齢
者
福
祉
介
護
計
画
」「
第

3
期
小
田
原
市
障
が
い
福
祉
計
画
」を
策
定
し

ま
し
た
。
併
せ
て
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

地
域
福
祉
計
画
を
具
体
化
す
る
行
動
計
画
と

し
て「
小
田
原
市
地
域
福
祉
活
動
計
画
」を
策

定
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
こ
れ
ら
の
計
画
に
基
づ
き
、
高
齢
者

や
障
が
い
者
な
ど
支
援
を
必
要
と
し
て
い
る

か
た
が
た
を
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
支
え
て

い
く
た
め
の
取
り
組
み
を
展
開
し
て
い
き
ま

す
。
ま
た
市
内
5
地
区
に
お
い
て
、
高
齢
者
・

障
が
い
者
の
見
守
り
・
ふ
れ
あ
い
活
動
や
子
育

て
サ
ロ
ン
な
ど
の
モ
デ
ル
事
業
を
行
っ
て
き

た
ケ
ア
タ
ウ
ン
推
進
事
業
も
実
施
地
区
を
拡

大
。「
ケ
ア
タ
ウ
ン
お
だ
わ
ら
」の
実
現
に
向
け
、

さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
の
よ
う
す
は
、
随
時
お
知

ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

小田原市総合計画

地域別計画

ケアタウン構想

小田原市地域福祉計画

小田原市地域福祉活動計画
（小田原市社会福祉協議会 ）

おだわら高齢者
福祉介護計画

おだわら障がい者
基本計画

小田原市食育
推進計画

小田原市次世代育成支援
対策行動計画

小田原市健康
増進計画

小田原市障がい
福祉計画

福祉に関する
3つの計画が
スタート

ケアタウン
おだわら
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● 

一
般
会
計
補
正
予
算

（
19
億
8
8
9
1
万
1
千
円
追
加
）

● 

競
輪
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
6
8
1
8
万
円
追
加
）

● 

天
守
閣
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算

（
1
2
5
4
万
8
千
円
追
加
）

● 

下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算

（
8
0
5
9
万
9
千
円
追
加
）

● 

国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算

（
6
億
8
7
4
4
万
1
千
円
追
加
）

● 

国
民
健
康
保
険
診
療
施
設
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算

（
4
4
9
万
2
千
円
追
加
）

● 

公
設
地
方
卸
売
市
場
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算

（
5
8
1
万
3
千
円
追
加
）

● 

介
護
保
険
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算

（
7
5
0
万
円
追
加
）

● 

宿
泊
等
施
設
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算

（
4
2
1
万
4
千
円
追
加
）

● 

病
院
事
業
会
計
補
正
予
算

（
8
1
5
万
5
千
円
追
加
）

　
こ
の
結
果
、
平
成
23
年
度
の
全

会
計
の
予
算
額
は
、
1
4
2
2
億 

9
3
1
万
7
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
補
正
予
算
の
主
な
内

容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

東
日
本
大
震
災
を
踏
ま
え
た
災
害

対
策
の
強
化

◆ 

防
災
行
政
無
線（
固
定
系
）

子
局
整
備
事
業
費
の
計
上

　
大
窪
地
区
に
防
災
行
政
無
線
子

局
を
1
基
増
設
し
、
難
聴
地
域
の

解
消
を
進
め
ま
す
。

◆ 

消
防
救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線

（
共
通
波
）整
備
費
負
担
金
の
計
上

　
本
市
消
防
本
部
を
含
む
県
内
各

消
防
本
部
が
共
同
で
無
線
の
デ
ジ

タ
ル
化
を
推
進
し
、
消
防
・
救
急

活
動
の
高
度
化
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、「
寄
附
者
一
覧
」の
と
お

り
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の

で
、
そ
の
ご
意
思
を
生
か
せ
る
よ

う
、
事
業
費
を
計
上
す
る
と
と
も

に
、
各
基
金
に
積
み
立
て
ま
し
た
。

寄
附
者
一
覧（
敬
称
略
）

ふ
る
さ
と
文
化
基
金
寄
附
金

（
合
計
89
万
5
4
0
4
円
）

● 

さ
が
み
ラ
イ
フ
サ
ー
ビ
ス

協
力
会

● 

ざ
る
菊
園 

鈴
木 

三
郎
・
二
三
子

● 

小
田
原
懐
メ
ロ
音
楽
会
実
行

委
員
会

● 

匿
名
3
件

防
災
対
策
基
金
寄
附
金

（
合
計
36
万
7
5
7
9
円
）

● 

小
田
原
建
設
協
議
会

● 

市
内
の
金
融
機
関
な
ど
に
設
置

し
て
あ
る
募
金
箱
分

社
会
福
祉
基
金
寄
附
金

（
合
計
65
万
5
6
3
6
円
）

● 

宇
澤
恵
一

● 
北
村
俊し

ゅ
ん

一い
ち

◆ 

小
・
中
学
校
及
び
幼
稚
園
施
設

外
壁
等
改
修
事
業
費
の
増
額

　
避
難
所
と
な
る
小
・
中
学
校
、

お
よ
び
幼
稚
園
に
お
い
て
、
外
壁

剥
落
に
よ
る
危
険
を
防
止
す
る
た

め
の
外
壁
改
修
や
、
災
害
時
に
飲

料
水
な
ど
を
確
保
す
る
た
め
の
、

受
水
槽
な
ど
の
更
新
を
行
い
ま
す
。

● 

社
団
法
人
茶
道
裏
千
家
淡た

ん

交こ
う

会

小
田
原
支
部

● 

Hほ

ろ

ほ

ろ

o
l
o
H
o
l
o
朝
市
実
行

委
員
会

● 

財
団
法
人
小お

原は
ら

流り
ゅ
う

小
田
原
支
部

● 

本ほ
ん

門も
ん

佛ぶ
つ

立り
ゅ
う

宗し
ゅ
う

法ほ
っ

正し
ょ
う

寺じ

● 

全
印
刷
局
労
働
組
合
小
田
原
支
部

● 

水
曜
ク
ラ
ブ

● 

本
多
廣ひ

ろ

光み
つ

● 

匿
名
2
件

ふ
る
さ
と
み
ど
り
基
金
寄
附
金

（
10
万
円
）

● 

高こ
う

麗ら
い

正ま
さ

規の
り

学
校
管
理
費（
小
学
校
・
中
学
校
）

寄
附
金

（
合
計
50
万
円
）

● 

故 

柏
木
文
夫 

遺
族

● 

匿
名
1
件

i
平
成
23
年
度
3
月
補
正
予
算
の
概
要

財
政
課  

☎ 

33-  
1
3
1
2

問

昨年度行った外壁等改修事業（泉中学校）

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
上
の
バ
ー「
市

政
情
報
」を
ク
リ
ッ
ク
→「
財

政
状
況
」→
「
予
算
・
決
算
」
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i

i

4
月
1
日
か
ら
市
役
所
の

組
織
・
機
構
の
一
部
が
変
わ
り
ま
す

県
の
事
務
の
一
部
が
小
田
原
市
に
移
譲
さ
れ
ま
す

企
画
政
策
課  

☎ 

33-  
1
2
5
3

問

　
市
民
の
皆
さ
ん
と
市
が
一
体
と

な
っ
て
、
地
域
を
活
性
化
さ
せ
る

無
尽
蔵
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
日
本
計

画
行
政
学
会「
計
画
賞
」の
最
優
秀

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
小
田
原
の
特
徴
を
う
ま
く
と
ら

え
た
着
眼
点
、
こ
の
仕
組
み
は
他

で
も
導
入
で
き
先
導
的
な
計
画
に

な
り
う
る
点
が
受
賞
の
ポ
イ
ン
ト
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
企
画
や
仕
組
み
、

活
動
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
学
会
は
、
国
土
計
画
や
各
地

域
の
発
展
に
関
心
を
持
つ
公
共
経

済
学
者
な
ど
か
ら
な
り
、
優
れ
た

計
画
を
発
掘
し
表
彰
す
る
こ
と
で
、

社
会
全
体
の
計
画
能
力
の
向
上
を

図
っ
て
い
ま
す
。
最
優
秀
賞
と
な
っ

た
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
学
会
の
機

関
紙
に
掲
載
さ
れ
る
ほ
か
、
9
月
の

学
会
の
全
国
大
会
で
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

i
無
尽
蔵
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
最
優
秀
賞
に
!

〜
日
本
計
画
行
政
学
会「
第
14
回
計
画
賞
」〜

企
画
政
策
課  

☎ 

33-  
1
2
5
3

問

　
「
お
お
と
り
保
育
園
」（
酒
匂
）は
、

長
年
に
わ
た
り
、
財
務
省
共
済
組

合
国
立
印
刷
局
支
部
が
運
営
し
て

き
ま
し
た
が
、
平
成
23
年
度
末
で

運
営
を
終
了
し
ま
し
た
。

　
4
月
1
日
か
ら
、
新
た
な
運
営

事
業
者
に
よ
り
「
さ
く
ら
保
育
園
」

と
し
て
、
園
名
も
新
た
に
開
園
し

ま
す
。

　
本
市
の
待
機
児
童
の
傾
向
と
し

て
川
東
地
域
の
、
0
歳
児
、
1
歳

児
の
入
所
申
し
込
み
が
増
え
て
い

る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
は
2
歳

児
か
ら
だ
っ
た
入
園
を
、
母
親
の

産
休
が
明
け
る
0
歳
児
か
ら
受
け

入
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

さ
く
ら
保
育
園

所
在
地

：

小
田
原
市
酒
匂
6-

6-

30

電
話

：

☎ 

47-

6
6
1
1

定
員

：

90
人

保
育
年
齢

：

生
後
3
か
月
～

運
営
事
業
者

：

特
定
非
営
利
活
動
法

人  

子
ど
も
の
未
来
を
考
え
る
小

田
原
保
育
者
の
会

（
市
内
の
民
間
保
育
所
23
園
の
う

ち
、20
園
の
園
長
が
参
加
し
て
組

織
し
て
い
ま
す
）

i
お
お
と
り
保
育
園
が
新
た
に

「
さ
く
ら
保
育
園
」
と
し
て
開
園

保
育
課  

☎ 

33-  
1
4
5
1

問

　
横
浜
地
方
法
務
局
小
田
原
支
局

（
本
町
）が
、
4
月
23
日
に「
横
浜
地

方
法
務
局
西
湘
二
宮
支
局
」と
名
称

を
変
更
し
、
二
宮
町
に
移
転
し
ま
す
。

　
そ
の
た
め
同
日
よ
り
、
市
役
所

内
に
「
横
浜
地
方
法
務
局
小
田
原

市
役
所
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
」
が

開
設
さ
れ
ま
す
。

窓
口
場
所

：

市
役
所
7
階

利
用
時
間

：

平
日  

午
前
9
時
～
12
時
、

午
後
1
時
〜
4
時
30
分

取
扱
事
務

：

不
動
産
登
記
、商
業
・
法

人
登
記
に
関
す
る
登
記
事

項
証
明
書
、会
社
・
法
人

の
印
鑑
証
明
書
の
交
付

i
横
浜
地
方
法
務
局  

小
田
原
市
役
所

サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
を
開
設

4
月
23
日
か
ら

20
日
ま
で 

横
浜
地
方
法
務
局 

小
田
原
支
局  

☎ 

23-  
0
1
8
1

23
日
か
ら 
横
浜
地
方
法
務
局 

西
湘
二
宮
支
局  

☎ 
0
4
6
3-  
70-  

1
1
0
2

問
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国
で
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
一

番
身
近
な
市
町
村
が
、
自
主
的
で

総
合
的
な
役
割
を
担
え
る
よ
う
、

都
道
府
県
の
権
限
を
市
町
村
へ
移

す
取
り
組
み（
権
限
移
譲
）を
進
め

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、神
奈
川
県
が
行
っ

て
い
た
次
の
事
務
を
、
4
月
1
日

か
ら
小
田
原
市
が
担
当
し
ま
す
。

行
政
管
理
課  

☎ 

33-  
1
3
0
5

問

（注） 新しい課などの電話番号は、広報小田原「おだわらいふ」4 月15 日号の「市役所電話帳」でお知らせします。

（注） 窓口の変更を伴う事務についてお知らせしています。既に移譲済みの事務や平成 25 年度から移譲される事務などは記載していません。

移譲される事務の内容

ガス用品の販売事業者からの報告徴収など

液化石油ガス器具などの販売事業者などからの報告徴収など

墓地、納骨堂または火葬場の経営の許可など

身体障害者相談員への委託による相談など

一般粉じん発生施設の設置の届出の受理など

商店街整備計画などの認定など

都市計画施設の区域内などで土地を譲渡する場合の届出の受理など

電気用品の販売事業者からの報告徴収など

第二種社会福祉事業の開始の届出の受理など（隣保事業のみ）

騒音に係る環境基準の地域類型の指定

知的障害者相談員への委託による相談など

公害防止統括者の選任・解任の届出の受理など（一般粉じん発生
施設に係るもの）

地域地区などの都市計画の決定

特定優良賃貸住宅の供給計画の認定など

法律名

ガス事業法

液化石油ガスの保安の確保及
び取引の適正化に関する法律

墓地、埋葬等に関する法律

身体障害者福祉法

大気汚染防止法

中小小売商業振興法

公有地の拡大の推進に関する
法律

電気用品安全法

社会福祉法

環境基本法

知的障害者福祉法

特定工場における公害防止組
織の整備に関する法律

都市計画法

特定優 良 賃 貸住宅の 供 給の
促進に関する法律

市担当課

地域安全課
☎ 33 ‐1775

環境保護課
☎ 33‐1486

障がい福祉課
☎ 33 ‐1467

産業政策課
☎ 33‐1511

管財契約課
☎ 33‐1333

人権・男女共同参画課
☎ 33‐1725

環境保護課
☎ 33 ‐1483

都市計画課
☎ 33 ‐1571

市街地整備課
☎ 33 ‐1592

新しい組織 これまでの組織

文化部

環境部

福祉健康部

文化政策課

環境政策課

高齢介護課

文化政策係

環境政策係

高齢社会係

文化交流係

ごみ減量推進係

高齢者相談係

広域環境係

介護保険係

市民ホール建設係
文化部 文化政策課

文化政策係

文化交流係

芸術文化創造係

市民ホール建設係

環境部
環境政策課

エネルギー政策推進課

環境政策係

ごみ減量推進係

広域環境係

エネルギー政策推進係

福祉健康部

高齢福祉課

介護保険課

高齢者政策係

介護予防係

高齢者相談係

介護給付係

介護認定係
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4
月
と
7
月
に
納
入
通
知
書

を
郵
送
し
ま
す

　
平
成
24
年
度
の
国
民
健
康
保
険

料
は
、
平
成
24
年
4
月
か
ら
平
成

25
年
3
月
ま
で
の
1
年
間
分
を
、

そ
の
年
度
の
市
県
民
税
額
を
基
に

算
出
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
市
県
民
税
額
が
確
定

し
て
い
な
い
4
月
か
ら
6
月
ま
で

は
、
前
年
度
の
市
県
民
税
額
な
ど

に
よ
っ
て
仮
の
保
険
料
を
算
出
し

（
仮
算
定
）、
正
式
な
保
険
料
は
市

県
民
税
額
確
定
後
の
7
月
に
決
定

し
ま
す（
本
算
定
）。

● 

4
月
中
旬
に
平
成
24
年
4
月
か

ら
6
月
分
の
仮
算
定
納
入
通
知

書
を
郵
送
し
ま
す
。

● 

7
月
中
旬
に
平
成
24
年
7
月
か

ら
平
成
25
年
3
月
分
の
本
算
定

納
入
通
知
書
を
郵
送
し
ま
す
。

納
付
義
務
者
は
?

　
保
険
料
の
納
付
義
務
者
は
世
帯

主
で
す
。

　
世
帯
内
で
、
お
子
さ
ん
1
人
の

み
が
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
場
合
で
も
、
世
帯
主
が
納
付

義
務
者
と
な
り
、
納
入
通
知
書
の

あ
て
名
は
世
帯
主
と
な
り
ま
す
。

こ
ん
な
と
き
に
は
…

倒
産
や
解
雇
で
…

　
倒
産
や
解
雇
な
ど
、
会
社
の
都

合
で
失
業
し
た
か
た
を
対
象
と
し

た
保
険
料
の
軽
減
制
度
が
あ
り

ま
す
。

　
な
お
、
倒
産
や
解
雇
の
時
期
で

適
用
期
間
な
ど
が
異
な
り
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

手
続
き
窓
口

：

保
険
課

（
市
役
所
2
階
1
C
窓
口
）

※
支
所
な
ど
で
は
手
続
き
で
き
ま

せ
ん
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

：

● 

雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証

（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
発
行
の
書
類
）

● 

印
鑑（
朱
肉
を
使
い
押
印
で
き
る

も
の
。
認
め
印
可
）

※
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
か

た
は
、
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

・
平
成
21
年
3
月
30
日
以
前
に

離
職
さ
れ
た
か
た

・
離
職
時
に
65
歳
以
上
の
か
た

・
雇
用
保
険
受
給
資
格
が
特
例

受
給
資
格
者（
短
期
雇
用
）の

か
た

保
険
料
の
減
免

（
罹り

災
・
病
気
・
解
雇
）

　
風
水
害
・
火
災
な
ど
の
災
害
や
、

解
雇（
自
己
都
合
・
定
年
に
よ
る

退
職
を
除
く
）な
ど
で
、
前
年
に

比
べ
て
所
得
が
著
し
く
減
少
し
た

な
ど
特
別
な
事
情
に
よ
り
納
付
が

困
難
な
場
合
に
は
、
市
で
定
め
た

基
準
に
よ
り
、
一
定
の
期
間
保
険

料
を
減
額
、
免
除
す
る
制
度
が
あ

り
ま
す
。
原
則
、
申
請
し
た
月
以

降
の
保
険
料
が
対
象
と
な
り
ま
す

の
で
、
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

す
ぐ
に
納
付
が

で
き
な
い
場
合
は
…

　
病
気
な
ど
、
特
別
な
理
由
で
保

険
料
の
納
付
が
で
き
な
い
場
合
は

早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

i
国
民
健
康
保
険
料
の
お
知
ら
せ

保
険
課  

保
険
料
係  

☎ 

33-  
1
8
3
4

問

年齢

１６歳から１８歳まで

０歳から１５歳まで

市県民税からの
控除額

１８，５００円

３５，５００円

税額調整控除額

扶養控除の見直しに伴う
保険料の計算について

　市県民税の税制改正により、平成 24
年度から、16 歳未満の年少扶養親族の
扶養控除（33 万円 ）と、特定扶養親 族
のうち16 歳以上19 歳未満のかたの扶
養控除の上乗せ分（12 万円）が廃止とな
ります。これにより、市県民税額は上昇
しますが、国民健康保険料の算定に当
たっては、上昇分を抑制するための税
額調整控除を行います。世帯主の市県
民税額から国民健康保険被保険者の年
齢に応じて、一人につき次の表の額を控
除し、控除後の市県民税額を用いて国
民健康保険料を算定します。
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ス
ロ
ー
ガ
ン

安
全
は 

心
と
時
間
の 

ゆ
と
り
か
ら

新
入
学
児
童
・
園
児
を

交
通
事
故
か
ら
守
ろ
う

　
4
月
は
、
新
入
学
児
童
・
園
児

が
初
め
て
の
通
学
・
通
園
を
す
る

季
節
で
す
。
保
護
者
を
は
じ
め
市

民
の
皆
さ
ん
は
、
子
ど
も
た
ち
の

目
線
で
通
学
路
を
一
緒
に
歩
き
、

危
険
な
場
所
や
安
全
確
認
が
必
要

な
場
所
を
し
っ
か
り
と
確
認
し
、

危
険
な
理
由
や
安
全
な
通
行
方
法

を
教
え
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
の
安
全
の
た
め
に
…

● 

子
ど
も
は
他
の
こ
と
に
注
意
を

奪
わ
れ
や
す
い
の
で
、
安
全
に
行

動
す
る
こ
と
が
習
慣
と
な
る
よ
う

に
繰
り
返
し
指
導
し
ま
し
ょ
う
。

● 

子
ど
も
の
事
故
原
因
の
ト
ッ
プ

は「
飛
び
出
し
」で
す
。
必
ず
、

横
断
歩
道
や
歩
道
橋
を
利
用
す
る

こ
と
、
左
右
を
確
認
す
る
こ
と
、

青
信
号
が
点
滅
し
た
ら
渡
ら
ず
に

条
例
制
定
の
背
景

　
暴
力
団
は
、
団
体
の
威
力
を
利

用
し
て
資
金
獲
得
活
動
を
行
い
、

組
織
の
維
持
拡
大
を
図
っ
て
い
る

た
め
、
暴
力
団
の
弱
体
化
に
は
、

資
金
獲
得
活
動
を
規
制
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
国
は
平
成
20
年
に
暴
力
団
対
策
法

を
改
正
し
、
自
治
体
の
許
認
可
や
工

事
入
札
へ
の
参
加
を
強
要
す
る
行

為
を
暴
力
的
要
求
行
為
に
追
加
す

る
な
ど
対
策
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　
市
と
し
て
も
、暴
力
団
排
除
の
意

次
の
青
信
号
ま
で
待
つ
こ
と
を
徹

底
し
て
伝
え
ま
し
ょ
う
。

※
子
ど
も
が
出
か
け
る
前
に
叱
っ

た
り
せ
か
し
た
り
す
る
と
、
子
ど

も
が
動
揺
し
、
事
故
の
原
因
と

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
時
間
に

ゆ
と
り
を
持
っ
て
笑
顔
で
送
り

出
す
こ
と
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

思
を
明
確
に
し
、市
民
生
活
の
安
全

を
守
る
た
め
、条
例
を
定
め
ま
し
た
。

市
の
取
り
組
み

　
市
の
事
務
か
ら
暴
力
団
を
排
除

す
る
た
め
、暴
力
団
な
ど
か
ら
の

不
当
な
介
入
に
断
固
と
し
た
対
応

を
執
り
ま
す
。

● 

暴
力
団
と
は
契
約
を
行
い
ま
せ
ん
。

● 

暴
力
団
の
利
益
と
な
る
補
助
金

や
給
付
金
を
交
付
し
ま
せ
ん
。

● 

暴
力
団
に
は
市
の
施
設
を
管
理

さ
せ
ま
せ
ん
。

　
暴
力
団
排
除
に
は
、
警
察
、
市
、

市
民
の
皆
さ
ん
な
ど
、
社
会
全
体

で
力
を
合
わ
せ
て
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
が
重
要
で
す
。
暴
力
団
の

不
正
行
為
を
見
た
り
、
被
害
を
受

け
た
と
き
は
、
す
ぐ
に
警
察
へ
通

報
、
相
談
を
し
て
く
だ
さ
い
。

i

i

4
月
6
日（
金
）〜
15
日（
日
）

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

4
月
10
日（
火
）は

「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」

4
月
1
日
か
ら

小
田
原
市
暴
力
団
排
除
条
例
を

施
行
し
ま
す

地
域
安
全
課  

☎ 

33-  
1
3
9
6

問

地
域
安
全
課  

☎ 

33-  
1
3
9
6

問

市交通安全教室マスコット
キャラクター「カッピー」

「小田原市暴力団排除条例」
基本理念
●  暴力団と交際しない
●  暴力団を恐れない
●  暴力団に協力しない
●  暴力団を利用しない
これらを基本理念として、市、市民や
事業者などが相互に連携・協力して
暴力団排除を推進します。

「カッピー」と
よいこのみなさん

とのおやくそく

❶ とびだしはしません。
❷ しんごうをまもります。
❸ どうろではあそびません。

　
小
田
原
市
、
南
足
柄
市
、
大
井

町
、
松
田
町
、
山
北
町
、
開
成
町
、

箱
根
町
で
組
織
す
る
県
西
地
域
広

域
斎
場
建
設
協
議
会
で
は
、
平
成

22
年
11
月
に
広
域
斎
場
建
設
候
補

地
の
見
直
し
を
決
定
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
検
討
を
進
め
る
中
で
現

小
田
原
市
斎
場
敷
地（
市
内
久
野
）

を
候
補
地
と
す
る
方
針
を
定
め
、

昨
年
か
ら
地
元
地
域
と
協
議
を
重

ね
、
一
定
の
理
解
が
得
ら
れ
た
た

め
、
こ
の
た
び
、
現
斎
場
敷
地
を

候
補
地
と
し
て
選
定
し
ま
し
た
。

　
現
段
階
は
建
設
の
決
定
で
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
今
後
は
建
設
に

向
け
た
協
議
に
入
り
ま
す
。

i
広
域
斎
場
の
建
設
候
補
地
を
選
定

整
備
に
向
け
地
元
地
域
と
の
協
議
を
始
め
ま
す

県
西
地
域
広
域
斎
場
建
設
協
議
会
事
務
局（
環
境
政
策
課
内
）  

☎ 

33-  
1
4
2
2

問

上空から見た現小田原市斎場
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今 月
の顔笑

　
デ
ザ
イ
ン
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
市
内
に

事
務
所
を
構
え
る
八
木
さ
ん
が
製
作
し
た

L
E
D
デ
ス
ク
ラ
イ
ト「
Sス

ト

ロ

ー

ク

T
R
O
K
E
」

が
、
昨
年
10
月
、
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞

（
※
）を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
「
S
T
R
O
K
E
」は
、
国
際
照
明
委

員
会
の
基
準
で
世
界
最
高
ラ
ン
ク
の
1
A

の
光
を
放
ち
、
見
る
モ
ノ
本
来
の
色
を
忠

実
に
再
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
消
費

電
力
が
少
な
く
、
製
造
過
程
で
の
無
駄
も

極
力
減
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
細
く
シ
ン
プ

ル
で
視
界
を
邪
魔
し
な
い
、
美
し
い
デ
ザ

イ
ン
が
特
徴
で
す
。

　
大
学
で
電
子
工
学
を
学
び
、
就
職
先
で

は
医
療
機
器
の
機
械
設
計
に
携
わ
っ
た
八

木
さ
ん
は
、
も
っ
と
身
近
で
生
活
を
豊
か

に
で
き
る
製
品
を
作
ろ
う
と
、
昨
年
1
月

に
独
立
。
高
度
な
技
術
を
生
か
し
、
芸
術

的
に
も
優
れ
、
社
会
的
に
も
受
け
入
れ
ら

れ
る
製
品
を
作
り
た
い
と
い
う
、
八
木
さ

ん
の
姿
勢
が「
S
T
R
O
K
E
」
に
表
れ

て
い
ま
す
。

　
八
木
さ
ん
は
ま
た
、
作
り
手
と
使
い
手

の
思
い
が
通
じ
る
、
顔
の
見
え
る
も
の
づ

く
り
へ
の
こ
だ
わ
り
を
大
切
に
し
て
い
ま

す
。
作
り
手
の
思
い
の
こ
も
っ
た
製
品
で
、

生
活
を
豊
か
に
し
て
い
き
た
い
。
そ
れ
は
、

生
産
者
の
顔
や
声
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
野

菜
や
、
一
つ
一
つ
が
手
づ
く
り
の
伝
統
工

芸
品
な
ど
に
も
通
じ
る
も
の
で
す
。

　

八
木
さ
ん
は
、
起
業
、
結
婚
を
機
に
、

市
内
へ
移
り
ま
し
た
。「
魚
が
お
い
し
い
」

「
身
近
な
自
然
が
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
せ
て

く
れ
る
」「
新
幹
線
も
止
ま
り
便
利
な
」小

田
原
で
、
世
界
最
高
水
準
の
製
品
を
発
信

し
よ
う
と
、
挑
戦
を
続
け
ま
す
。

ビーサイズ（株）デザインエンジニア  

八木啓太さん

ものづくりの
真
し ん

髄
ず い

に迫る  
LEDデスクライト「STROKE」
がグッドデザイン賞を受賞

※ 

公
益
財
団
法
人
日
本
デ
ザ
イ
ン
振
興
会
が
主
催
す
る
、

総
合
的
な
デ
ザ
イ
ン
の
推
奨
制
度

　

橘
地
区
家
庭
菜
園
研
究
会
は
、
健
全
な
食

育
の
推
進
を
目
指
し
、
平
成
20
年
に
発
足
し

ま
し
た
。
現
在
、
25
人
の
会
員
た
ち
は
、
庭

先
や
プ
ラ
ン
タ
ー
で
自
然
農
法
に
よ
り
野
菜

を
育
て
た
り
、
農
家
の
か
た
に
ご
協
力
い
た

だ
き
、
畑
で
そ
ば
や
麦
な
ど
を
育
て
た
り
し

て
い
ま
す
。
世
話
人
の
町
田
さ
ん
に
よ
る
と

「
メ
ン
バ
ー
の
大
半
が
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
O
B
で
、

皆
こ
れ
ま
で
自
分
で
作
っ
た
も
の
を
食
べ
る

経
験
が
あ
ま
り
な
か
っ
た
こ
と
が
、
こ
の
会

を
立
ち
上
げ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
」
そ
う

で
す
。

　

研
究
会
で
は
地
域
の
幼
稚
園
や
、
小
・
中

学
校
と
連
携
し
た
取
り
組
み
を
積
極
的
に
進

め
て
い
ま
す
。
2
月
末
に
は
、
下
中
幼
稚
園

児
の「
麦
踏
み
体
験
」を
行
い
ま
し
た
。
も
と

も
と
土
壌
改
良
の
た
め
に
試
行
し
た
と
こ
ろ
、

園
児
た
ち
の
喜
ぶ
笑
顔
が
忘
れ
ら
れ
ず
、
毎

年
の
恒
例
行
事
と
な
り
ま
し
た
。
6
月
に
は

橘
中
学
校
の
生
徒
た
ち
の
協
力
を
得
て
収
穫

と
脱
穀
作
業
を
行
い
、
後
日
、
で
き
た
小
麦

粉
で
ピ
ザ
な
ど
を
作
る
交
流
会
な
ど
を
計
画

し
て
い
ま
す
。

　

地
域
で
青
少
年
の
健
全
育
成
に
も
携
わ
る

町
田
さ
ん
の「
幼
少
期
に
土
に
親
し
み
、
作
物

を
育
て
、
食
す
と
い
う
経
験
は
、
こ
れ
か
ら
の

人
生
に
お
い
て
か
け
が
え
の
な
い
も
の
に
な

る
は
ず
で
す
」と
話
す
表
情
に
、
子
ど
も
た
ち

に
対
す
る
優
し
さ
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

橘地区家庭菜園研究会の皆さんと園児
（写真右が同会世話人の町田達哉さん）

「大きくな～れ」「強くな～れ」と声を合わせ、元気に麦を踏む
園児たち

お
い
し
く
健
康
な
食
と
子
ど
も
の

笑
顔
の
た
め
に  

橘
地
区
家
庭
菜
園
研
究
会
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飯島清
せい

嗣
じ

さん

高梨桂治さん

　
結
納
な
ど
の
め
で
た
い
席
で
、
桜
湯

（
桜
茶
）と
し
て
用
い
ら
れ
る
桜お

う

花か

漬づ

け
。
全
国
に
出
回
る
桜
花
漬
け
の
ほ
と

ん
ど
が
市
内
で
生
産
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
ご
存
じ
で
す
か
。

　

小
田
原
名
産
漬
物
工
業
組
合
の
組

合
長
で
あ
る
高
梨
さ
ん
と
、
橘
地
区
で

桜
花
漬
け
を
生
産
し
て
い
る
飯
島
さ

ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

日
本
一
の
産
地
で
す

　
桜
花
漬
け
に
使
用
さ
れ
る
の
は
、「
関か

ん

山ざ
ん

」
と
い
う
品
種
で
、
一
般
的
な
桜
よ

り
少
し
遅
い
4
月
下
旬
に
開
花
す
る
八

重
咲
き
の
桜
で
す
。
桜
花
漬
け
が
小
田

原
で
作
ら
れ
始
め
た
時
期
は
、
は
っ
き

り
と
分
か
ら
な
い
そ
う
で
す
が
、「
老

木
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
戦
前
の
か
な
り

前
か
ら
作
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い

か
。
昔
か
ら
生
産
が
盛
ん
で
、
今
で
も

全
国
に
出
回
っ
て
い
る
9
割
は
、
小
田

原
で
作
ら
れ
て
い
る
」の
だ
そ
う
で
す
。

　

花
び
ら
の
間
に
枝
や
軸
な
ど
が
入

り
や
す
く
、
一
つ
一
つ
ピ
ン
セ
ッ
ト
で

取
り
除
く
作
業
な
ど
も
必
要
と
な
り

ま
す
。

　
「
神
経
を
使
い
な
が
ら
作
っ
て
い
ま

す
」。
飯
島
さ
ん
た
ち
の
念
入
り
な
細

か
い
作
業
が
、
小
田
原
自
慢
の
桜
花
漬

け
を
支
え
て
い
ま
す
。

小
田
原
の
梅
酢
で
色
づ
き
ま
す

　
「
梅
干
し
を
は
じ
め
と
し
た
小
田
原

の
漬
物
の
技
術
が
あ
っ
た
か
ら
、
桜
花

漬
け
の
生
産
が
盛
ん
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
多
く
の
市
民
は
、
菓
子
な

ど
で
よ
く
食
べ
て
い
な
が
ら
、
ほ
と
ん

ど
が
小
田
原
産
だ
と
知
ら
な
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
」
と
高
梨
さ
ん
が

言
う
と
お
り
、
小
田
原
の
桜
花
漬
け

に
つ
い
て
は
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま

せ
ん
。

　
一
方
で
、
梅
干
し
が
小
田
原
の
名
産

品
で
あ
る
こ
と
は
、
広
く
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
実
は
こ
の
梅
干
し
を
作
る
過
程

で
で
き
る
「
梅
酢
」
が
桜
花
漬
け
に
は

欠
か
せ
ま
せ
ん
。
塩
と
梅
酢
で
桜
の
花

を
漬
け
込
む
こ
と
に
よ
り
、
桜
の
色
を

よ
り
濃
く
発
色
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
す
。

　
桜
花
漬
け
の
他
、
し
ょ
う
が
や
し
そ

の
漬
物
な
ど
に
も
梅
酢
を
使
っ
て
い
る

飯
島
さ
ん
は
、「
ク
エ
ン
酸
な
ど
で
漬

け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
が
、
梅
酢
を

使
っ
た
方
が
よ
り
き
れ
い
な
色
に
仕
上

が
り
ま
す
。
小
田
原
で
桜
花
漬
け
が
多

く
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
梅

酢
が
あ
っ
た
こ
と
が
大
き
く
関
係
し
て

い
る
の
で
し
ょ
う
」と
言
い
ま
す
。

花
咲
く
、桜
花
漬
け
の
可
能
性

　
か
つ
て
は
、
桜
湯
に
用
い
ら
れ
る
こ

と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
桜
花
漬
け

は
、
今
で
は
あ
ん
パ
ン
や
和
菓
子
の
み

な
ら
ず
、
洋
菓
子
、
さ
ら
に
料
理
に
も

多
く
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
飯
島
さ
ん
の
と
こ
ろ
に
は
、
お
客
様

か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
い
合
わ
せ
が
あ

り
、「
桜
花
漬
け
の
使
用
法
は
、
お
客

様
に
教
え
ら
れ
て
い
る
」
そ
う
で
す
。

「
ソ
ー
セ
ー
ジ
な
ど
に
入
れ
、
風
味
を

プ
ラ
ス
し
た
い
」「
豆
腐
に
練
り
込
み
た

い
」「
和
紙
に
ち
り
ば
め
た
い
」な
ど
、

桜
花
漬
け
の
可
能
性
は
、
大
き
く
広

が
っ
て
い
ま
す
。

おいしい小田原の味をかみしめながら、小田原の魅力を、もっと考えて 
みませんか。このコーナーでは、小田原のおいしい話題をお届けします。

12

知られざる小田原の名産品

桜花漬け

桜花漬けができるまで…

1 桜花摘み採り
2 洗浄、枝葉・異物除去
3 塩、梅酢での漬け

込み→ 熟成
4 絞り
5 完成

19 広報 小田原  2012.4.1



小田原城址公園

西湘バイパス
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3月1日現在 小田原市の人口197,289人  77,821世帯

　

鉄
道
5
路
線
が
乗
り
入
れ
、県

西
地
域
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
、小
田
原

駅
。東
口
か
ら
南
へ
向
う
と
、旧
東

海
道
の
国
道
1
号
な
ど
、城
下
町
、

宿
場
町
と
し
て
栄
え
た
、歴
史
と

特
色
あ
る
町
並
み
に
出
会
え
ま
す
。

　
武
家
屋
敷
の
風
情
が
残
る
西さ

い

海か

子ち

小こ
う

路じ

。
こ
の
時
季
に
は
、両
脇

の
桜
が
満
開
に
な
り
、約
4
0
0m

に
及
ぶ「
桜
の
ト
ン
ネ
ル
」が
見
事

で
す
。幕
末
の
志
士
、田
中
光み

つ

顕あ
き

の

別
邸
で
あ
っ
た
小
田
原
文
学
館
に

は
、北
村
透と

う

谷こ
く

、北
原
白
秋
、尾
崎

一
雄
な
ど
小
田
原
ゆ
か
り
の
文
学

者
の
資
料
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
東
方
面
に
足
を
延
ば
せ

ば
、小
田
原
名
産
品
の
か
ま
ぼ
こ
や
、

干
物
な
ど
の
水
産
加
工
品
店
が
軒
を

並
べ
、観
光
ス
ポ
ッ
ト
の一つ
と
な
っ
て

い
ま
す
。ま
た
、ま
ち
歩
き
の
途
中
に

誰
で
も
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
の
が
、

お
休
み
処「
小
田
原
宿
な
り
わ
い
交

流
館
」。昭
和
7
年
に
建
設
さ
れ
た

小
田
原
の
典
型
的
な
商
家
の
造
り
で

あ
る
出だ

し

桁げ
た

造
り
の
建
物
が
目
印
で
す
。

　
春
ら
ん
ま
ん
の
小
田
原
。爽
や
か

な
風
を
感
じ
な
が
ら
、町
を
散
策
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

ほのぼの歩く

市内には、18もの駅があります。
毎日の、特別な日の、出発の駅。
帰ってきた安らぎを感じられる駅。
あなたの駅を訪ねます。

小田原駅（その1）
1920年開業、1日の平均乗降者数は189,786人

12

2

3

4

5

※ 

小
田
原
駅
周
辺
は
、今
回
を
含
め
3
回
に
分
け

て
紹
介
し
ま
す
。次
号（
5
月
号
）で
は
、小
田

原
城
を
中
心
と
し
た
風
景
を
掲
載
予
定
で
す
。

1

国道一号


